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　第27回全国建築塗装技能競技大会が新潟県で行われ、町出身の前
まえ

田
だ

誠
せい

治
じ

さんが２位で国土交通大臣賞を受賞しました。７時間という限られ
た時間の中、調色やローラー塗りなど、４つの課題に取り組みました。
　受賞後、町長へ報告に訪れた前田さんは「今後はこの技術を継承し、
建設業で菊陽町を盛り上げたい」と話しました。

腕自慢が塗装の技術を競う
第27回全国建築塗装技能競技大会表彰

はけで丁寧に塗装する前田さん

　東京都で行われた2023ロボットアイデア甲子園全国大会で、鍋
なべ

島
しま

優
ゆう

羽
は

さん（あさひヶ丘）の「Ramen Robot“大将”」が最優秀賞を受賞し
ました。海外留学生との会話から、いつでもどこでもおいしいラーメン
を作ってくれるロボットを思いつき、提案しました。
　鍋島さんは「驚きと喜びで胸がいっぱい。人を笑顔にするロボットエ
ンジニアになれるよう、今後も得意分野を伸ばしていきたい」と話しま
した。

柔軟な発想が光った
2023ロボットアイデア甲子園全国大会で最優秀賞

堂々とプレゼンテーションを行う鍋島さん
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　ふれあいの森研修センターでは、主催講座「着付け講座」を開催。堀
ほり

寿
ひさ

子
こ

さ
ん（杉並台）の指導の下、着物の着こなし方を学んでいます。
　着物を自分で着るだけでなく、さまざまな帯の結び方や立ち振る舞いも学び
ます。１本の帯が結び方の違いで七変化。形が変わるたびに着物の見え方も変
わり、参加者は講座を通して着物の奥深さを感じています。 あでやかな半幅帯結び

　菊陽西小学校ＰＴＡは、児童の交流と地域との
触れ合いを目的に、第23回いいハートデーとど
んどやを開催しました。
　いいハートデーでは、さまざまなブースで遊び
体験やＡＥＤ体験を実施。正月から子どもたちの
笑顔で溢れました。
　どんどやでは、地域の人たちと協力して組み上
げたおよそ15ｍのやぐらに火を付け、正月飾り
などを燃やして今年１年の無病息災を願いました。

菊陽西小学校創立40周年
第23回いいハートデー＆どんどや

勢いよく炎が上がった
どんどやのやぐら
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男女共同参画社会の実現を目指して
令和５年度よかつれフェスタ

　令和５年度よかつれフェスタを図書館ホールで開催
しました。白鈴こども園の園児による元気な歌や、男
女共同をテーマにした「フォト＆川柳コンテスト」の
表彰式、ＮＰＯ法人トナリビトの山

やま
下
した

祈
き

恵
え

さんによる
講演などがありました。
　参加者は「子どもとの関わり方を考えさせられた」

「もっとたくさんの町民に聞いてほしい講演だった」
と話していました。

　株式会社コスギ不動産ホールディングスおよび株式
会社コスギ不動産（熊本市中央区）から企業版ふるさと
納税による寄附があり、感謝状の贈呈式を行いました。
小
こ

杉
すぎ

周
しゅうじ

司代表取締役社長は「まちづくりや地方創生に
役立ててほしい」と話しました。町長は「町のスロー
ガンである『成長しつづける町。』を目指し、新たな
施策などに活用させていただきたい」と応えました。

町ににぎわいを
企業版ふるさと納税で寄附をいただきました20
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寄附者の皆さんと記念撮影の様子
（右から２番目が小杉周司代表取締役社長）さまざまな事情を持つ子どもを支援する山下さんの講演

あでやか着物七変化
着付け講座

ゲストで訪れた吉本町長とダーツ
勝負をする小

こ
森
もり

絢
けん

斗
と

さん（杉並台）
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　町商工会女性部設立50周年記念式典がブランヴェールアベ
ニュー熊本で開催されました。ＩＴエバンジェリストの若

わか
宮
みや

正
まさ

子
こ

さんによる講演や祝賀会などが行われ、約70人が参加しま
した。
　町商工会女性部長の布

ふ
田
た

理
り

惠
え

さん（三里木）は「さらなる町の
商工業の発展のために、元気に楽しく女性部ならではの活動を
続けていきたい」と話しました。

女性たちの50年の努力を称えた
町商工会女性部設立50周年記念式典

参加者の皆さん
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　町内小学校の６年生が、町の未来をより良くするための提案
を町長に行いました。町の現状や課題を調べ、先進事例を基に
考えた解決策を堂々と発表していました。
　渋滞対策について発表した武蔵ケ丘北小学校の福

ふく
島
しま

美
み

心
ここ

さん
（南八久保）と澤

さわ
颯
そう

太
た

さん（花立）は「事例を探したり見やすいス
ライドを作ったりするのが大変だった」「私たちのグループで
は出てこなかった提案もあったので、すごいと思った。誰もが
快適に暮らせる町になってほしい」と話しました。

アイデアが飛び交った
小学校「町の未来」発表会

全校をオンラインでつないで発表し合った
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平成30年３月31日生まれ（上津久礼）

友達にいつも優しく声をかけ、手伝い
をしてくれます。発想豊かにいろいろ
なものを作って楽しんでいます。

ままごとで赤ちゃんの人形を優しくお
世話したり、ブロックでキャラクター
を作ったりして楽しんでいます。

馬
ば

場
ば

　穂
ほ

乃
の

果
か

さん
令和２年３月16日生まれ（下原）

なかよし園

吉
よし

岡
おか

　芽
め

生
い

さん

半導体産業の発展に貢献
富士フイルム半導体材料熊本拠点始動式

菊陽の農産物の魅力を屋久島に
屋久島町で物産展を初開催25
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多くの来場者でにぎわった

　ＪＲ光の森駅前歩道橋の開通式を開催しました。当日は、県や
熊本市、九州旅客鉃道株式会社、ゆめタウン、町議会、自治会長、
工事関係者などが出席し、テープカットが執り行われました。
　吉本町長は「この歩道橋の整備により、利用者の安全の確保や
交通渋滞の緩和、ＪＲ光の森駅やゆめタウン光の森を利用される
皆さまの利便性も高まるものと考えています」と話しました。

利用者の安全確保と渋滞対策
ＪＲ光の森駅前歩道橋開通式30

1

歩道橋前でテープカットを行う関係者

　令和５年度熊本県農業コンクール大会で、カスミソウ農家の阪
さか

本
もと

貢
こう

紀
き

さん（津留）が新人王部門で優良賞を受賞しました。
　高温に対応できる栽培管理法を確立するため、日々の平均気温の合計
と開花する時期の関係性を調べ、データで管理することで生産効率を高
めるなどの取り組みが評価されました。
　阪本さんは「これからも良い花を育て、皆さんに届けていきたい」と
目標を語りました。 賞状を手にする阪本さん

新規就農者のモデル的経営
県農業コンクール大会表彰31

1

皆さんが町民の皆さんに伝えたい
情報や、活躍を掲載します。掲載
月の２カ月前の月の15日までに
ご連絡ください。
必ず掲載されるわけではありま
せん。

問 総合政策課　企画政策係

kouhou@town.kikuyo.lg.jp
☎（232）2112

投稿募集中

菊陽中学校合唱部菊陽中学校合唱部
第８回THANKSコンサート第８回THANKSコンサート

　「日頃から支えてくださ
る町の皆さまに感謝を伝え
たい！」。そんな気持ちで
心を込めて精いっぱい歌い
ます。菊陽中合唱部の明る
い歌声を聴きに来ませんか。
入場は無料です。たくさんのご来場をお待ちしています。
日時　３月17日㈰　午後１時30分（開場：午後１時）
場所　図書館ホール
内容　オープニング【Ｊ－ｐｏｐの世界】
　　　宿命、Ｍｅｌａ！、美しい鰭、愛の花　他
　　　第１部【コンクール演奏曲】
　　　Ｎコン課題曲 chessboard　他
　　　第２部【100周年記念～ディズニーソングメドレー】
　　　いつか王子様が、ホールニューワールド　他
　　　第３部【ありがとう先輩】
　　　桜の季節、ほらね、他
問 菊陽中学校　福本　☎（232）2004

　鹿児島県屋久島町で菊陽町物産展を開催しました。
屋久島町とは姉妹都市盟約を締結しており、今年で
30周年を迎えます。
　初めての開催でしたが、にんじんやサツマイモ、い
ちごなど、どの農産物も人気が高く全て完売となりま
した。
　来場者は「菊陽町が物産展を開催すると聞いて楽し
みにしていた」「今後も定期的に続けてほしい」など、
好評でした。

　半導体材料熊本拠点始動式が、町の富士フイルムマ
テリアルマニュファクチャリング九州エリアで行われ
ました。九州エリアでは、これまで液晶パネルなどに
使われるディスプレイ材料を生産していました。これ
に加え、半導体の表面を均一にならす研磨剤「ＣＭＰ
スラリー」を生産することとなりました。
　後

ご
藤
とう

禎
てい

一
いち

社長兼ＣＥＯは「日本や九州の半導体産業
の発展に貢献するため、高性能かつ高品質の半導体材
料を生産していく」と話しました。

　東京都の銀座熊本館で、菊陽町農産物加工品・ふるさと納税返礼品販
売フェアを開催しました。これは、町産品の知名度向上を目指して開催
したものです。
　１月31日には、吉本町長や町ＰＲ大使を務めるクリエイティブプロ
デューサーの前

まえ
田
だ

地
ち

生
せい

さん、YouTuber のふかわ。さんも会場に駆け
つけ、来館者に町産のにんじんをプレゼントしました。今後も都市部で
のＰＲを行い、町産品の知名度を高めていきます。

町産品の魅力をＰＲ
銀座熊本館で初めての菊陽町フェア

来館者に町の特産品などをＰＲする吉本町長

～30
1

4
2

左から吉本町長、後藤社長、蒲島県知事
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